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【文化創造・発信事業助成金】 
 

この制度は、中央区（以下「区」という。）の文化の創造や発信につながる“中央区

らしさ”を有する文化事業を公募し、資金面からの支援を行うとともに、その実現に

向けて適切な助言等も行っていくものです。この制度を利用していただくことにより、

江戸の昔から引き継がれてきた誇り高い文化を継承するとともに、常に時代の最先端

をいく本区にふさわしい新たな文化を創造し、やすらぎと風格のあるまちの実現をめ

ざしていきます。 

日々活発な文化活動に取り組んでおられる皆さまからの新たな工夫を盛り込んだ魅

力的で斬新な企画をお待ちしています。 

 

１－１ 対象者 

 次のいずれかに該当する文化事業の実施を予定する個人又は団体 

(1) 区内に住所を有する個人 

(2) 区内の事務所若しくは事業所に勤務し、又は区内の学校に在学している個人 

(3) 事務所、その他の主たる活動拠点が区内にある団体 

(4) 区内で文化事業を行った実績がある個人又は団体 

【注意事項】 

ア 申請は、１人（１団体）１件に限ります。 

  また、文化団体活動助成金に係る助成制度と重複して申請することはできま

せん。 

 イ 暴力団その他の反社会的団体又はその団体の構成員の統制下にある個人や団

体（構成員の一部が当該個人に該当する場合を含む。）は、対象者となりません。 

 ウ 国、地方公共団体、独立行政法人又はこれらの外郭団体は、対象者となりま

せん。 

 

１－２ 対象となる事業 

 次のいずれかに該当する文化事業であって、平成３１（２０１９）年４月から 

２０２０年３月までの間に区内で実施されるものであること。 

（文化のジャンルは問いません。伝統文化はもちろん既成のジャンルの枠を越えた

新しい活動や複数のジャンルにわたるものも対象とします。） 

(1) 広く区民等に公開される、原則として他で発表されていない新たな取組である

もの 

(2) 区の魅力を発信する文化事業であって、区内で公開されるもの 

 (3) 文化事業に携わるボランティア又は文化事業の実施を主な目的とする個人若し

くは団体を区内で育成するもの 

【対象とならない事業】 

・政治活動又は宗教活動を目的とするもの 

・営利を目的とするもの 
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・営利を目的とする宣伝活動と認められるもの 

 

１－３ 助成内容 

対象となった文化事業の実施に係る事業費や出演料などの直接対象関係経費から入場

料、協賛金などの事業収入を差し引いた金額に１０分の９を乗じて得た金額（1,000円未

満の端数は切り捨て）に対して、２００万円を上限に予算の範囲内で助成します。 

※ 他団体からの助成金等についても収入に含まれます。ただし、採否には、影響あり

ません。 

※ 同一事業につき助成金の交付は、連続しているかどうかを問わず、３回を限度とし

ます。 

 助成決定（〇） 

29年度 30年度 
31(2019)

年度 
2020年度 2021年度 

△△事業 〇 〇 〇 ×  

××事業 〇 〇 － 〇 × 

 

助成金の交付の仕方 

事業の実施後に、実績報告書（指定様式）等に基づき助成金を交付します。 

ただし、必要に応じ事前交付を受けることができます。 

（事前交付） 

 事業の円滑な遂行のために必要があると認める場合には、交付決定した助成額の

２分の１の額（1,000円未満の端数は切り捨て）を事前交付額として事業実施前に交

付します。 

 （事業終了後） 

  実績報告書（指定様式）に基づき助成額を確定し、助成金精算書（指定様式）等

により事前交付額との差額分を交付します。 

※ 実績報告書に基づき確定した助成額が、事前交付額に満たなかった場合は、助

成金精算書（指定様式）によりその差額分を当協会に返還していただきます。 

 

助成対象経費 

 事業を実施するために要する経費のうち、助成の対象となる経費については、別表

（Ｐ９）をご覧ください。 

 

【特記事項】 

・助成対象となるか否かの決定は、学識経験者や文化活動関係者で構成する「中央区

文化推進事業助成審査会」（以下「審査会」という。）において、当該申請者が行う

プレゼンテーション・質疑応答を踏まえて、審査会で審査いたします。 

・助成対象となった文化事業は、審査会が実施する中間報告会において委員から出さ

れた助言等については、できる限り活用するように努めていただきます。 

以後、助成の

対象事業とな

りません。 
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・事業内容によっては、例年１０月最終日曜日又は１１月第１日曜日の間に開催して

いる「中央区まるごとミュージアム」（※１）の中のイベントのひとつとして実施す

ることができます。 

※１：中央区というまち全体が、名所・旧跡、画廊・美術館、水辺など数々の魅力

にあふれるミュージアムであることから、区内を回遊できる無料のバスや船

を運行するとともに、民間の文化事業を含む区内のさまざまな文化的な魅力

を区民等に実感してもらうためのイベントを実施しています。 

＜主催：中央区及び中央区文化・国際交流振興協会＞ 

 

１－４ 申請書類 

  次の書類を各１部（ただし、オの書類等は７部）ご提出ください。 

ア 申請書（別紙・第１号様式） 

イ 概要書（別紙・第２号様式甲） 

ウ 計画書（別紙・第３号様式甲） 

[記入しきれない場合は、別紙で作成してください。］ 

エ 収支予算書（別紙・第４号様式甲） 

[金額・内訳が確認できる積算見積書などの資料を添付してください。］ 

   ※ 助成金申請額の合計は、1,000円未満切捨てで記入してください。 

オ 区内での文化事業の活動実績を明らかにする書類等 

 ・アーティストのプロフィール、これまでの活動実績など、アピールに必要と思 

われる資料等 

  ・事業や企画内容を紹介した写真などの資料（ビデオ、ＣＤ等の媒体は不可） 

※ できるだけ厳選の上、限定してください。 

 カ 定款、規約、役員名簿等、団体の主たる活動拠点が区内にあることを明らかに

する書類（団体の場合） 

 キ 区内に住所を有し、区内の事務所若しくは事業所に勤務し、又は区内の学校に

在学していることを明らかにする書類（個人の場合） 

 

※ その他審査の参考となる資料がある場合には、事前にお問い合わせください。 

なお、原則提出された書類等は、返却しません。 

  ※ 提出された個人情報は、本制度の審査や実施にあたり使用するものです。 

その他の目的での使用や、第三者へ提供、開示することはありません。 

  ◎申請書類（指定様式）は中央区文化・国際交流振興協会のホームページからダ

ウンロードできます。ＵＲＬ http://www.chuo-ci.jp/ 



- 4 - 

 

【文化団体活動助成金】 
 

この制度は、文化団体自らが主催するとともに、当該団体の構成員が出演・出品す

る成果発表会等を通じて広く活動内容を公開する等、地域住民等に対して文化の振

興・発信等を定期的に行っている文化団体の活動に対して助成を行うものです。 

活動歴が３年以上の実績があり、日々活発な文化活動に取り組んでおられる文化団

体の皆さまからの申請をお待ちしています。 

 

２－１ 対象者 

 次のいずれの要件にも該当する団体 

(1) 構成員を一般公募していること。 

(2) 構成員の２分の１以上の者が区内に住所を有していること、又は構成員の３分

の２以上の者が区内に住所を有し、区内の事務所若しくは事業所に勤務し、又は

区内の学校に在学していること。 

(3) 主たる活動拠点が区内であること。 

(4) 活動歴が３年以上の実績を持ち、今後も恒常的に活動する意志と体制を有する

こと。 

(5) 自らが主催し、当該団体の構成員が出演し、又は出品する成果発表会等を通じ

て広く活動内容を公開する等、地域住民等に対して文化の振興・発信等を定期的

に行っていること。 

【注意事項】 

ア 文化創造・発信事業助成金に係る助成制度と重複して申請することはできま

せん。 

 イ 暴力団その他の反社会的団体又はその団体の構成員の統制下にある個人や団

体（構成員の一部が当該個人に該当する場合を含む。）は、対象者となりません。 

 ウ 国、地方公共団体、独立行政法人又はこれらの外郭団体は、対象者となりま

せん。 

 

２－２ 対象となる事業 

 平成３１（２０１９）年４月から２０２０年３月までの１年間を通じて行われる

文化事業であり、かつ、区内で公開されるものであって、次のいずれかに該当する

もの 

（文化のジャンルは問いません。伝統文化はもちろん既成のジャンルの枠を越えた

新しい活動や複数のジャンルに渡るものも対象とします。） 

(1) 文化芸術・伝統芸能等に関するもの 

(2) 地域文化の振興に関するもの 

 (3) 伝統文化の継承・保存を目的としたもの 

【対象とならない事業】 

・政治活動又は宗教活動を目的とするもの 
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・営利を目的とするもの 

・営利を目的とする宣伝活動と認められるもの 

 

２－３ 助成内容 

対象となった成果発表会等の開催に係る経費やその他の文化事業の運営に必要な経費

の合計金額から入場料、協賛金などの事業収入を差し引いた金額に２分の１を乗じて得

た金額（1,000円未満の端数は切り捨て）に対して、４０万円を上限に予算の範囲内で助

成します。 

※ 他団体からの助成金等についても収入に含まれます。ただし、採否には、影響あり

ません。 

 

助成金の交付の仕方 

事業の実施後に、実績報告書（指定様式）等に基づき助成金を交付します。 

ただし、必要に応じ事前交付を受けることができます。 

（事前交付） 

 事業の円滑な遂行のために必要があると認める場合には、交付決定した助成額を

事前交付額として事業実施前に交付します。 

 （事業終了後） 

  実績報告書（指定様式）に基づき確定した助成額が、事前交付額に満たなかった

場合は、助成金精算書（指定様式）によりその差額分を当協会に返還していただき

ます。 

 

助成対象経費 

 事業を実施するために要する経費のうち、助成の対象となる経費については、別表

（Ｐ９）をご覧ください。 

 

【特記事項】 

成果発表会等の事業内容によっては、例年１０月最終日曜日又は１１月第１日曜日

の間に開催している「中央区まるごとミュージアム」（※１）の中のイベントのひと

つとして実施することができます。 

※１：中央区というまち全体が、名所・旧跡、画廊・美術館、水辺など数々の魅力

にあふれるミュージアムであることから、区内を回遊できる無料のバスや船

を運行するとともに、民間の文化事業を含む区内のさまざまな文化的な魅力

を区民等に実感してもらうためのイベントを実施しています。 

＜主催：中央区及び中央区文化・国際交流振興協会＞ 

 

２－４ 申請書類 

  次の書類を各１部（ただし、ク及びケの資料は７部）ご提出ください。 

ア 申請書（別紙・第１号様式） 

イ 概要書（別紙・第２号様式乙） 
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ウ 計画書（別紙・第３号様式乙） 

[記入しきれない場合は、別紙で作成してください。］ 

エ 収支予算書（別紙・第４号様式乙） 

 [金額・内訳が確認できる積算見積書などの資料を添付してください。］ 

  ※ 助成金申請額の合計は、1,000円未満切捨てで記入してください。 

オ 団体の構成員を一般公募していることを明らかにする資料 

カ 団体の構成員の２分の１以上の者が区内に住所を有していること、又は構成員

の３分の２以上の者が区内に住所を有し、区内の事務所若しくは事業所に勤務し、

又は区内の学校に在学していることを明らかにする書類（会員名簿など） 

キ 定款、規約、役員名簿等、団体の主たる活動拠点が区内であることを明らかに 

する書類 

ク 団体の活動歴について、３年以上の実績があることを明らかにする資料 

ケ 自らが主催し、当該団体の構成員が出演し、又は出品する成果発表会等を通じ

て広く活動内容を公開する等、地域住民等に対して文化の振興・発信等を定期的

に行っていることを明らかにする資料（開催時のパンフレットなど） 

 ・これまでの活動実績など、アピールに必要と思われる資料等 

  ・事業や企画内容を紹介した写真などの資料（ビデオ、ＣＤ等の媒体は不可） 

 

※ その他審査の参考となる資料がある場合には、事前にお問い合わせください。 

なお、原則提出された書類等は、返却しません。 

※ 提出された個人情報は、本制度の審査や実施にあたり使用するものです。 

その他の目的での使用や第三者へ提供、開示することはありません。 

    ◎申請書類（指定様式）は中央区文化・国際交流振興協会のホームページからダ

ウンロードできます。ＵＲＬ http://www.chuo-ci.jp/ 

 



- 7 - 

 

【共通事項】 
 

３－１ 申請方法 

(1) 受付期間・時間 

  平成３０年１０月９日（火）～１１月２２日（木） 

［日・土曜日及び祝日を除く。］ 

  午前９時～午後５時［正午～午後１時を除く。］ 

(2) 提出方法 

  事前に電話で提出いただく日時を確認のうえ、申請書類一式を直接お持ちくだ

さい。（事前に企画内容等の概要をお聞きする場合があります。） 

※郵送、メール、ファックスでの申請は、受付いたしませんのでご注意ください。 

締切り間際は大変混み合いますので、早めの申請をお願いします。 

(3) 提出及び問い合わせ先 

  中央区文化・国際交流振興協会 

〒104-0041 中央区新富1－13－24 新富分庁舎３階（案内図：表紙の裏面） 

電話 ０３（３２９７）０２５１ 

 

３－２ 選考及び決定 

助成対象となる事業及び団体活動は、審査会において選考し、その結果を踏ま

えて、当協会が決定します。 

なお、助成金額は選考の結果、申請額どおりに決定されない場合があります。 

また、助成対象に決定した事業及び団体活動については、その概要を当協会の

ホームページで公表します。 

 

 選考スケジュール 

(1) 一次審査会（平成３０年１２月中旬予定）  書類審査 

(2) 二次審査会（平成３１年 １月中旬予定） 

一次審査通過者による公開プレゼンテーション及び審査 

(3) 助成対象事業及び団体活動の決定と審査結果の通知（平成３１年２月中旬予

定） 審査結果を採否に関わらず文書で通知 

 

選考のポイント 

 次の審査の項目及び審査の視点で選考を行います。 

審査の項目 審査の視点 

事業の内容 
先駆・独創性、発展性、有効性、地域性、 

区民への貢献度 等 

事業の実施体制 経費の妥当性、実現具体性 等 

団体・個人の資質 活動状況・将来性、実績 等 
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３－３ 決定内容の変更 

   交付決定を受けた事業及び団体活動について、内容に変更が生じた場合には当協会へ

協議が必要となります。 

 

３－４ 実績報告書の提出 

事業終了後、３０日以内に実績報告書（指定様式）等を当協会へ提出していただき

ます。 

   なお、２０２０年３月末まで実施予定の事業については、同月末までに実績報告書

等を当協会へ提出してください。 

収支の報告(決算報告)には、領収書の写し（申請者をあて名とし、購入したもの等

がすべてわかるようにすること。）を添付してください。 

また、事業の内容や効果がわかる資料（写真、ポスター、チラシ、パンフレット、

アンケート結果等）を添付してください。 

 

３－５ 事業の評価等 

  次の報告会で審査会が助成対象の事業及び団体活動の評価を行うとともに、当協会

においても評価を行います。 

(1) 中間報告会（文化創造・発信事業助成金のみ実施） 

  事業の準備段階や実施途中の段階で、当該事業実施団体から審査会に対して中間報

告をしていただきます。 

(2) 最終評価報告会 

  事業終了後、当該事業実施団体から審査会に対して実施報告をしていただきます。 

  なお、文化団体活動助成金に係るものについては、当該文化団体から提出された実

績報告書等に基づき、当協会から審査会に対して実施報告を行います。 

 

３－６ 募集から助成金交付までの流れ 

  助成対象となる事業及び団体活動の『募集から助成金交付まで』の流れとスケジュ

ールについては、別図（Ｐ１０）のとおりとなります。 

 

３－７ 助成決定の取消し等について 

次のいずれかに該当すると認められるときは、助成決定を取り消し、助成金の全部

又は一部を返還していただく場合がありますので、ご注意ください。 

また、必要に応じて、助成金の使途に関する調査を実施し、又は資料の提出を求め

ることがあります。 

●偽りその他不正な手段により、助成金の交付を受けたとき。 

●助成金を助成決定事業以外の用途に使用したとき。 

●助成決定の内容又は助成の条件に違反したとき。 

●助成決定事業の内容の変更について当協会として承認することが適当でないと認め

るとき。 

●助成決定事業を中止し、又は廃止するとき。 
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●その他、当協会として助成を行うことが適当でないと認めるとき。 

 

３－８ ロゴマークの表示 

助成対象の事業・団体活動に関するポスター、チラシ、プログラム、カタログなど

に次のロゴマークを必ず表示してください。 

＜ロゴマークの表示例＞ 

 

 

 

   

助成対象経費 例示一覧                            【別表】 

  項 目 内      訳 

助 
 

成 
 

対 
 

象 
 

経 
 

費 

作品費 作品制作費、作品借料                     など 

出演料 
演奏料、俳優等出演料、作曲・編曲料、作詞料、演出料、監修料、 

舞台監督料、台本料、著作権使用料               など 

会場設営費 

会場使用料(付帯設備等を含む。)、出展料、大小道具費、舞台美術費、 

照明費、音響費、舞台スタッフ費、会場設営・撤去費、 

道具・楽器・作品運搬費                    など 

謝 金 原稿執筆謝金、講演謝金、会場整理・監視員謝金         など 

旅 費 出演者等交通費、宿泊費                    など 

通信費 案内状送付料                         など 

宣伝費 広告宣伝費（新聞、雑誌など）、立看板制作費          など 

印刷費 
プログラム・パンフレット印刷費、図録印刷費、入場券印刷費、 

台本印刷費、チラシ・ポスター印刷費              など 

記録費 録画費、録音費、写真費                    など 

準備・練習費 会議室・稽古場借料、指導者謝礼                など 

企画制作費 プロデュース料(※)                      など 

その他 

ボランティア保険、催事保険料、 

その他事業の運営に係る経費（ホームページ作成運営費、出演者弁当代・

お茶代、消耗品費等） など 

 

助 

成 

対 

象 

外 

経 

費 

○航空・列車運賃の特別料金（ファーストクラス・グリーン料金等） 

○パーティー・打上げなどに係る経費、接待費、交際費（土産、祝儀、花代等） 

○飲食費（事業当日の出演者等の弁当代は除く。） 

○事務機器や楽器など備品購入費（事業終了後、申請者の所有物となるもの） 

○事業者が管理する会場や会議室等の使用料 

○事務所経費(光熱水費、電話代等を含む。)、職員の給与、振込手数料・印紙代 

○その他、当協会が助成対象として適当でないと認める経費  など 

※プロデュース料：申請事業の企画制作にかかわるものと当協会が認めるものに限ります。 

この表に該当しない経費については、別途お問い合わせください。 
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『募集から助成金交付まで』の流れ     【別 図】 

 

平成30年9月 

 

 

平成30年10月 9日（火） 

 

 

平成30年11月22日（木） 

 

 

平成30年12月中旬～ 

  31(2019)年1月中旬 

 

平成31(2019)年２月中旬 

 

 

平成31(2019)年４月上旬 

 

 

 

 

平成31(2019)年４月から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年３月末まで 

 

事 

 

業 

 

の 

 

実 

 

施 

文化推進事業助成審査会 

交 付 決 定 

 

※ 新年度予算の確定後、交付決定を

行います。 

助成金の事前交付 

※ 事業の円滑な遂行のために必要な場

合は、助成予定額の事前交付が可能(た

だし、文化創造・発信事業は助成予定

額の１／２を事前交付) 
事 業 実 施 

 
※ 平成31(2019)年４月から2020年３月

までの事業を対象とします。 

事業の実績報告 

 

助成金額の確定 

 

助成金の交付 

 

※ 事業終了後、30日以内に実績報告書

を提出してください。 

※ 2020年３月末まで実施する事業に

ついては、同月末までに実績報告書

（指定様式）等を当協会へ提出して

ください。 

※ 金額の確定後、助成金（事前交付

がある場合は残額）を交付します。 

審査会等による評価 

受 付 開 始  

 

※ 申請書類の受付は、持参による提

出に限らせていただきます。 受 付 締 切  

・書類審査 

・公開プレゼンテーション及び審査 

※ 審査会での審査結果を踏まえて決定

し、申請者全員にお知らせします。 助成事業及び助成額の決定 

中間報告会 

（文化創造・発信事業のみ） 

最終評価報告会 

募集要項配布開始 
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＜文化創造・発信事業助成＞ 
 

助成決定 

年度 
事 業 名 団 体 名 

平成 

２９年度 

日本橋オペラ「イリス」公演 日本橋オペラ研究会 

２０１８年築地居留地設置１５０周年記念・ 

第１１回外国人居留地研究会全国大会  in  築地 
ＮＰＯ法人  築地居留地研究会 

第１１回中央区まるごとミュージアム 

「お子様から大人まで一日まるごと音楽日和♪」 

 

①「音楽日和」Vol.４with「啓声会」（仮題） 

  「銀座・王子ホールでコンサート会場デビュー!!」 

  ～華麗な室内楽＆オペラの名曲～ 

 

②「こどものはじめてコンサート」Vol.３（Baby Car 40台

OK）＆「ちびっこカメラマン☆はじめて写真展」 

べらぼおちぇ 

『心に残る・未来に残したい月島百景～第１集～』 一般社団法人 和のたしな美塾 

２８年度 

築地場外市場「築技」動画制作（映像化）プロジェクト ＮＰＯ法人 築地食のまちづくり協議会 

合唱組曲「中央区讃歌」プロジェクト ＮＰＯ法人 中央区第九記念合唱団 

新富座こども歌舞伎 

１０周年記念例大祭公演 
「新富座こども歌舞伎」の会 

次世代の子どもたちにつなげよう浜町音頭 

（保存会７０周年記念事業） 
浜町音頭保存会 

２７年度 

訪日観光客に川辺から中央区の歴史・文化を！！ 

『ＣＨＵＯＵ―ＫＵ ＲＩＶＥＲ ｇｕｉｄｅ ＭＡＰ』（英語版）の

制作と配布 

ＮＰＯ法人 水都東京を創る会 

家族でたのしむ こどもびじゅつかん 
公益財団法人 三井文庫  

三井記念美術館 

＜文化団体活動助成＞については、次のページ（裏面）をご覧ください。 

また、助成決定事業の詳しい内容については、中央区文化・国際交流協会のホームページの 

「中央区文化推進事業助成」のページ(https://www.chuo-ci.jp/bunkajigyo/)をご覧いただきますか、又は当

協会にお問い合わせ（平日９時～１７時。電話：0３－３２９７－０２５１）ください。 

 

 

 



 

 

【 参考：平成２９～２７年度助成決定事業 】 

 

＜文化団体活動助成＞ 
 

助成決定 

年度 
活 動 事 業 名 団 体 名 

平成 

２９年度 

中央区交響楽団 第２４回定期演奏会・２０１８冬のコ

ンサート 
中央区交響楽団 

わがまちの三世代を越えて心をつなぐ音楽活動 

－ 中央区第九記念合唱団の活動を通して － 
ＮＰＯ法人 中央区第九記念合唱団 

２８年度 
中央区交響楽団 第２３回定期演奏会・２０１７冬のコ

ンサート 
中央区交響楽団 

２７年度 

中央区交響楽団 第２２回定期演奏会・２０１６冬のコ

ンサート 
中央区交響楽団 

新富座こども歌舞伎 

節分祭・例大祭公演事業 
「新富座こども歌舞伎」の会 

わがまちの三世代を越えて心をつなぐ音楽活動 

－ 中央区第九記念合唱団の活動を通して － 
ＮＰＯ法人 中央区第九記念合唱団 

＜文化創造・発信事業助成＞については、前のページ（裏面）をご覧ください。 

また、助成決定事業の詳しい内容については、中央区文化・国際交流協会のホームページの 

「中央区文化推進事業助成」のページ(https://www.chuo-ci.jp/bunkajigyo/)をご覧いただきますか、又は当

協会にお問い合わせ（平日９時～１７時。電話：０３－３２９７－０２５１）ください。 


